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６
月
定
例
会
　

6月定例会で決まった主な案件
令和４年度補正予算　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　 （万円未満切捨）

◇低所得の子育て世帯に対する子育て世帯生活支援特別給付金事業
　（子ども1人に5万円）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　9382万円
◇住民税非課税世帯等臨時特別給付金事業（1世帯に10万円）　　　　　　  1億6496万円
◇新型コロナウイルスワクチン接種事業（4回目のワクチン接種）　　　　　1億2861万円
◇竜王戦福知山城対局事業（第35期竜王戦第4局が福知山城で開催）　　　　　 1700万円
◇地域公共交通燃料価格激変緩和対策事業
　（燃料価格高騰に対する地域公共交通事業者への支援）　　　　　　　　　　  809万円
◇自宅療養者等配食サービス事業
　（自宅療養者等にお弁当を配達）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　5250万円
◇消防団施設整備事業
　（河守分団第3部及び上夜久野分団第4部の機能強化・維持）　　　　　　　　6722万円
◇交通安全対策整備事業（通学路の交通安全対策）　　　　　　　　　　　　　3100万円
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　など

条例
◇都市公園条例の一部改正（三段池公園テニスコートの利用時間の変更）
◇市長、副市長、教育長及び上下水道事業管理者の給与に関する条例及び福知山市の特別

職の職員で常勤のものの退職手当に関する条例の一部改正　など
その他

◇工事請負契約の締結について（（仮称）福知山鉄道館ポッポランド新築工事）
◇物品の取得について

（自走式二軸破砕機 1台、多機能型小型動力ポンプ付積載車 2台、小型動力ポンプ付軽
積載車 2台、高規格救急自動車 1台、消防ポンプ自動車 1台）

◇専決処分の承認について（市税条例、都市計画税条例の一部改正）　など
議員提案

◇市議会政務活動費の交付に関する条例の一部改正
　（政務活動費の返還があった場合の加算金や延滞金を規定）

◇国のコロナ禍における「原油価格・物価高騰等総合緊急対策」や
　新型コロナウイルス感染症関連事業などの補正予算を可決
◇工事請負契約の締結
　「（仮称）福知山鉄道館ポッポランド新築工事」を賛成多数で可決
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６
月
３
日
か
ら
６
月
27
日
ま
で
の
25

日
間
に
わ
た
っ
て
６
月
定
例
会
を
開
催

し
ま
し
た
。

こ
の
定
例
会
で
は
、
国
の
「
コ
ロ
ナ

禍
に
お
け
る
『
原
油
価
格
・
物
価
高
騰

等
総
合
緊
急
対
策
』」
や
４
回
目
の
ワ

ク
チ
ン
接
種
な
ど
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
関
連
事
業
、
ま
た
、
竜
王

戦
福
知
山
城
対
局
事
業
な
ど
の
補
正
予

算
や
、
都
市
公
園
条
例
な
ど
の
一
部
改

正
、
工
事
請
負
契
約
の
締
結
（（
仮
称
）

福
知
山
鉄
道
館
ポ
ッ
ポ
ラ
ン
ド
新
築
工

事
）、
物
品
の
取
得
な
ど
、
16
議
案
が

市
長
か
ら
提
案
さ
れ
、
い
ず
れ
も
原
案

ど
お
り
可
決
・
承
認
し
ま
し
た
。

ま
た
、
一
般
質
問
は
、
６
月
14
日
～

16
日
の
３
日
間
で
行
わ
れ
、
16
人
の
議

員
が
質
問
を
行
い
ま
し
た
。（
質
問
内

容
は
Ｐ
９
～
17
を
ご
覧
く
だ
さ
い
）

請
願
に
つ
い
て
は
、
７
件
が
提
出
さ

れ
、
１
件
（
Ｊ
Ｒ
西
日
本
に
土
壌
汚
染

未
処
理
地
の
最
終
処
分
を
実
施
す
る
よ

う
要
請
す
る
こ
と
を
求
め
る
請
願
）
が

採
択
と
な
り
ま
し
た
。（
内
容
は
Ｐ
６

～
７
を
ご
覧
く
だ
さ
い
）

さ
ら
に
、
議
員
提
案
し
た
「
政
務
活

動
費
の
交
付
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改

正
」
を
可
決
し
ま
し
た
。

な
お
、
本
会
議
に
は
、
延
べ
44
人
の

傍
聴
が
あ
り
ま
し
た
。

6
月
定
例
会
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低
所
得
の
子
育
て
世
帯
へ
の

５
万
円
給
付
事
業

問　
申
請
が
必
要
と
な
る
方
の
申

請
期
限
は
い
つ
ま
で
か
。

答　
令
和
５
年
２
月
28
日
ま
で
で

あ
る
が
、
新
生
児
に
つ
い
て
は
出

生
届
の
関
係
も
あ
り
、
令
和
５
年

３
月
15
日
を
期
限
と
す
る
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン

接
種
事
業（
４
回
目
接
種
）

問　
事
業
開
始
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
と

接
種
体
制
は
。

答　
３
回
目
を
先
行
接
種
さ
れ
た

方
へ
の
接
種
券
発
送
を
６
月
10
日

頃
に
、
60
歳
以
上
の
方
へ
の
発
送

を
６
月
28
日
頃
か
ら
予
定
し
て
い

る
。
基
礎
疾
患
を
有
す
る
方
へ
の

対
応
と
し
て
、
18
歳
以
上
60
歳
未

満
の
方
全
員
に
案
内
は
が
き
を
送

付
す
る
。
接
種
体
制
に
つ
い
て
は
、

３
回
目
と
同
様
に
集
団
接
種
・
医

療
機
関
で
の
個
別
接
種
が
で
き
る

よ
う
医
師
会
と
協
議
を
進
め
て
い

る
。

竜
王
戦
福
知
山
城
大
局
事
業

問　
実
行
委
員
会
の
構
成
は
。

答　
前
回
の
竜
王
戦
後
に
設
立
さ

れ
た
将
棋
団
体
２
団
体
と
、
商
工

会
議
所
、
商
工
会
、
青
年
会
議

所
、
文
化
協
会
、
観
光
協
会
お
よ

び
本
市
の
８
団
体
を
予
定
し
て
い

る
。
市
の
対
応
と
し
て
は
、
秘
書

広
報
課
、
産
業
観
光
課
、
文
化
・

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
な
ど
が
連
携
し

て
参
画
す
る
こ
と
と
な
る
。

問　
前
回
よ
り
予
算
額
を
増
額
し

て
い
る
理
由
は
。

答　
２
０
１
８
年
実
施
時
と
の
状

況
変
化
と
し
て
、
消
費
税
率
の

ア
ッ
プ
と
仮
設
会
場
設
置
に
係
か

る
資
材
費
の
高
騰
、
警
備
の
強
化
、

コ
ロ
ナ
対
策
の
必
要
性
、
決
着
局

の
際
の
記
者
会
見
実
施
の
想
定
な

ど
が
あ
げ
ら
れ
る
。

交
通
安
全
対
策
整
備
事
業

（
通
学
路
緊
急
対
策
）

問　
合
同
点
検
の
総
数
は
。

答　
全
体
で
１
５
７
カ
所
で
あ
る
。

そ
の
う
ち
、
国
道
が
10
カ
所
、
府

道
が
24
カ
所
と
な
っ
て
い
る
。

地
域
貢
献
型

エ
ネ
ル
ギ
ー
推
進
事
業

問　
募
集
期
間
と
本
事
業
に
お
け

る
設
置
目
標
は
。

答　
一
定
の
広
報
期
間
を
設
け
、

７
月
の
第
２
週
頃
か
ら
令
和
５
年

２
月
末
日
ま
で
を
考
え
て
い
る
。

設
置
目
標
に
つ
い
て
は
、
市
の
脱

炭
素
の
取
り
組
み
全
体
の
中
で
検

討
し
て
い
き
た
い
。

大
呂
自
然
休
養
村
管
理
事
業

問　
支
援
金
29
万
９
千
円
の
算
出

根
拠
は
。

答　
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
場
の
み

休
業
で
あ
っ
た
た
め
、
過
去
の
決

算
デ
ー
タ
に
基
づ
き
一
日
の
基
準

支
援
額
を
算
出
し
た
後
、
そ
こ
か

ら
宿
泊
や
キ
ャ
ン
プ
場
な
ど
営
業

を
継
続
し
て
い
た
収
入
分
を
差
し

引
い
た
額
が
、
逸
失
相
当
額
に
あ

た
る
と
い
う
考
え
方
で
算
出
し
て

い
る
。

「
知
の
拠
点
」推
進
事
業

問　
キ
ュ
ー
ブ
ボ
ッ
ク
ス
を
３
台

設
置
す
る
理
由
と
場
所
は
。

答　
過
去
２
年
間
の
コ
ロ
ナ
禍
で

の
オ
ン
ラ
イ
ン
面
接
や
オ
ン
ラ
イ

ン
会
議
な
ど
現
場
の
状
況
を
踏
ま

え
て
３
台
設
置
す
る
も
の
で
、
場

所
は
４
号
館
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

や
ロ
ビ
ー
を
考
え
て
い
る
。

問　
学
生
食
堂
の
整
備
内
容
は
。

答　
感
染
対
策
に
よ
り
４
人
テ
ー

ブ
ル
を
２
人
掛
け
に
し
て
い
る
。

こ
の
た
め
行
列
が
で
き
、
午
後
の

授
業
に
間
に
合
わ
な
い
学
生
も
い

る
。
広
い
テ
ー
ブ
ル
を
再
配
置
し
、

全
２
５
０
席
が
確
保
で
き
る
よ
う

に
す
る
も
の
で
あ
る
。

地
域
公
共
交
通
燃
料

価
格
激
変
緩
和
対
策
事
業

問　
補
助
対
象
期
間
を
令
和
４
年

４
月
１
日
か
ら
12
月
31
日
ま
で
と

し
て
い
る
が
、
来
年
以
降
の
考
え

方
は
。

答　
今
後
の
先
行
き
が
不
透
明
な

こ
と
か
ら
、
い
っ
た
ん
年
内
を
区

切
り
と
し
て
い
る
。
今
後
の
状
況

を
踏
ま
え
、
検
討
し
た
い
。

■低所得の子育て世帯へ５万円給付・住民税非課税世帯へ
　10万円給付
■藤井総太竜王「第35期竜王戦」第４局を福知山城で対局
■福知山公立大学の環境整備
　（学生食堂整備、キューブボックス設置）
■交通事業者等へ燃料価格高騰への支援を実施

予算審査
委員会

福知山公立大学の学生食堂

予
算
審
査
委
員
会
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総
務
防
災
委
員
会

■
福
知
山
市
長
、
副
市
長
、
教
育

長
及
び
上
下
水
道
事
業
管
理

者
の
給
与
に
関
す
る
条
例
及

び
福
知
山
市
の
特
別
職
の
職

員
で
常
勤
の
も
の
の
退
職
手

当
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

問　
減
額
の
内
容
は
、
誰
が
ど
の

よ
う
に
決
め
た
の
か
。

答　
減
額
の
内
容
は
、
市
長
の
申

し
出
に
よ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、

国
へ
の
交
付
金
の
誤
申
請
と
い
う

事
案
の
重
大
さ
と
責
任
を
明
確
に

す
る
過
程
で
、
市
長
・
副
市
長
と

の
協
議
の
上
、
政
治
的
判
断
を
さ

れ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

■
物
品
の
取
得
に
つ
い
て

　
（
自
走
式
二
軸
破
砕
機
）

問　
替
え
刃
の
更
新
頻
度
は
。

答　
使
用
す
る
中
で
ど
の
程
度
使

え
る
か
検
討
し
て
い
き
た
い
。
こ

れ
ま
で
使
っ
て
き
た
も
の
よ
り
も

耐
久
力
は
あ
る
と
聞
い
て
い
る
。

■
物
品
の
取
得
に
つ
い
て

　
（
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
）

問　
今
回
更
新
す
る
車
両
の
経
過

年
数
は
。

答　
今
回
更
新
す
る
車
両
は
導
入

か
ら
26
年
が
経
過
し
た
も
の
で
あ

る
。

反
対
討
論
、
賛
成
討
論

な
し

審
査
結
果

付
託
議
案
全
て
原
案
可
決

　
 

産
業
建
設
委
員
会

■
福
知
山
市
フ
ァ
ー
ム
ガ
ー
デ
ン

や
く
の
条
例
の
改
正

問　
今
後
、
指
定
管
理
料
と
管
理

期
間
の
考
え
は
。

答　
指
定
管
理
料
は
、
指
定
管
理

の
対
象
と
す
る
施
設
や
営
業
日

数
等
を
決
定
し
た
時
点
で
、
こ
れ

ま
で
の
指
定
管
理
業
を
参
考
に
積

算
し
て
い
く
。
ま
た
管
理
期
間
は
、

最
低
で
も
２
年
は
必
要
だ
と
考
え

て
い
る
が
今
後
検
討
し
て
い
く
。

問　
閉
鎖
中
の
温
泉
な
ど
の
維
持

管
理
の
状
況
は
。

答　
休
業
し
て
い
た
昨
年
１
年
間

も
、
週
１
回
温
泉
水
を
く
み
上

げ
沸
か
す
な
ど
維
持
管
理
に
努
め
、

い
つ
で
も
再
開
で
き
る
状
態
を

保
っ
て
い
る
。

（
全
員
賛
成
で
可
決
）

■
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い

て
（
仮
称
）
福
知
山
鉄
道
館

ポ
ッ
ポ
ラ
ン
ド
新
築
工
事

　
委
員
会
は
、
６
月
17
日
、
20
日
、

23
日
に
審
査
を
行
っ
た
結
果
、
さ

ら
に
審
査
が
必
要
で
あ
る
と
賛
成

多
数
で
決
定
し
「
閉
会
中
の
継
続

審
査
」
を
申
し
出
た
が
、
本
会
議

に
お
い
て
否
決
と
な
っ
た
。
よ
っ

て
、
再
度
27
日
に
も
委
員
会
を
開

催
し
た
。
４
日
間
で
の
議
案
審
査

の
概
要
は
次
の
と
お
り
で
す
。

問　
１
回
目
と
２
回
目
の
入
札
に

大
き
な
差
が
あ
る
。
落
札
額
は
最

低
制
限
価
格
と
同
額
に
な
っ
て
い

る
が
、
資
材
高
騰
な
ど
現
在
の
状

況
の
中
で
対
応
で
き
る
の
か
。

答　
こ
の
金
額
で
応
札
さ
れ
て
い

る
の
で
対
応
で
き
る
と
考
え
る
。

国
か
ら
の
単
価
の
指
示
が
あ
れ
ば
、

変
更
と
な
る
場
合
も
あ
る
が
、
今

後
の
景
気
の
動
向
に
つ
い
て
は
、

今
は
不
明
で
あ
る
。

問　
２
回
目
の
入
札
を
3
者
が
辞

退
し
て
い
る
が
そ
の
理
由
は
。

答　
積
算
さ
れ
た
結
果
、
価
格
が

合
わ
な
い
と
い
う
こ
と
で
辞
退
さ

れ
た
。

問　
工
事
車
両
の
仕
様
お
よ
び
進

入
路
や
安
全
対
策
は
ど
う
な
っ
て

い
る
か
。

答　
４
ト
ン
ト
ラ
ッ
ク
、
ク
レ
ー

ン
車
は
50
ト
ン
を
想
定
し
て
お
り
、

市
道
内
田
蛇
ヶ
端
線
側
か
ら
進
入

す
る
。
安
全
対
策
に
は
工
事
柵
を

設
置
し
昇
龍
橋
利
用
者
な
ど
の
安

全
確
保
は
十
分
に
行
う
。

問　
工
事
契
約
の
期
間
が
あ
る
が
、

実
際
に
い
つ
ま
で
、
工
事
開
始
日

を
伸
ば
せ
る
の
か
。

答　
当
初
の
２
月
28
日
の
工
期
末

を
、
更
に
３
月
15
日
に
延
長
し
た

が
、
今
の
予
定
が
、
ギ
リ
ギ
リ
の

と
こ
ろ
と
判
断
し
て
い
る
。

問　
市
民
か
ら
の
請
願
や
署
名
活

動
は
「
市
民
の
意
見
を
聞
く
こ

と
」
を
求
め
て
い
る
が
、
市
民
の

意
見
を
聞
い
た
と
考
え
て
い
る
か
。

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
市
の
考
え
方

は
。

答　
福
知
山
鉄
道
館
ポ
ッ
ポ
ラ
ン

ド
あ
り
方
検
討
委
員
会
の
提
言
内

容
に
沿
う
も
の
で
あ
り
17
項
目
の

ほ
と
ん
ど
を
反
映
さ
せ
、
そ
の
他

16
団
体
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
に
よ
る
意

見
を
反
映
し
て
い
る
。
こ
う
し
た

意
見
を
踏
ま
え
展
示
内
容
を
固
め
、

そ
の
前
提
で
建
物
設
計
、
入
札
を

し
た
。
よ
っ
て
、
建
物
や
主
な
展

示
内
容
な
ど
に
つ
い
て
、
改
め
て
、

市
民
の
皆
様
か
ら
意
見
を
求
め
る

場
を
設
け
る
こ
と
は
考
え
て
い
な

い
が
、
新
し
い
鉄
道
館
の
オ
ー
プ

ン
後
の
企
画
展
示
や
イ
ベ
ン
ト
の

実
施
に
あ
た
っ
て
は
、
完
成
前
か

ら
各
種
団
体
の
代
表
の
方
や
、
市

民
の
公
募
委
員
の
方
か
ら
な
る
会

議
の
場
に
あ
た
る
よ
う
な
も
の
を

設
け
た
い
と
考
え
て
い
る
。

そ
の
他
委
員
の
主
な
意
見

・
国
か
ら
の
交
付
金
の
た
め
に
年

度
内
完
成
を
急
ぐ
の
で
は
な
く
、

市
民
や
議
会
に
対
し
て
市
民
の

声
を
聞
く
プ
ロ
セ
ス
を
示
し
て

か
ら
建
設
を
進
め
る
べ
き
で
は
な

い
か
。

・
予
算
の
確
保
が
で
き
て
い
る
の
で
、

㆒
日
も
早
い
工
事
着
工
を
望
む
。

　

 

教
育
厚
生
委
員
会

■
市
民
病
院
診
療
費
・
暮
ら
し
の

資
金
貸
付
金
・
民
生
援
護
貸

付
金
の
債
権
放
棄

問　
診
療
費
債
権
放
棄
に
関
す
る

時
効
は
何
年
か
。

答　
時
効
は
、
令
和
２
年
４
月
に

改
正
民
法
が
施
行
さ
れ
３
年
か
ら

５
年
と
な
っ
た
。
し
か
し
、
今
回

の
債
権
は
改
正
前
の
も
の
で
あ
り
、

３
年
の
時
効
と
な
っ
た
案
件
を
債

権
放
棄
と
し
て
い
る
。

問　
２
年
間
で
１
４
４
万
２
９
８
０

円
は
高
額
療
養
費
の
適
用
は
さ
れ

た
の
か
。

答　
２
年
間
に
入
退
院
を
繰
り
返

さ
れ
た
こ
と
で
入
院
費
が
膨
ら
ん

で
お
り
、
ま
た
保
険
料
の
滞
納
な

ど
で
高
額
療
養
費
を
適
用
で
き
な

か
っ
た
た
め
高
額
な
負
担
と
な
っ

た
。

問　
債
権
放
棄
を
行
っ
た
人
へ
の

支
払
い
能
力
の
有
無
の
判
断
は
。

答　

債
権
放
棄
案
件
の
生
活
困

窮
・
保
険
料
滞
納
等
に
つ
い
て
は
、

担
当
課
職
員
複
数
が
本
人
と
面
談

し
、
判
断
し
て
い
る
。

議
案
審
査

報
告
事
項

自走式二軸破砕機（イメージ）

委
員
会
審
査
報
告
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議案に対する討論

※討論の記載内容は、討論内容をもとに各議員が作成しています。

議第１０号を除く議第２号から議第１６号まで　令和４年度一般会計補正予算（第３号）ほか

（議第3号）
「行政のミスに市民の血税を使うな」	

荒川　浩司
　この議案は、福知山公立大学に対する国の交
付金の申請額を１桁間違えて申請し、市の損失
は約600万円。今回の市長等の給与減額による
額が約100万円。残りの約500万円は、市民の
税金で補填される。私は管理職が「公務員賠償
責任保険」を上手く活用し、市民の血税を使わ
ずに損害を補填する提案をしている。

（全議案）
「物価高騰、新型コロナ等対策前進」	

大谷　洋介
　物価高騰対策として地方創生臨時交付金を活
用し、市内バス・タクシーなど交通事業者への
支援や、新型コロナ対策としては陽性者への
自宅療養者等配食サービス事業の拡充など、生
活に直結する必要な措置が取られている。そし
て、不妊治療費助成事業は安心して子どもを産
み育てられるための重要な提案だ。

反 対 賛 成

議第１０号　工事請負契約の締結（仮称）福知山鉄道館ポッポランド新築工事

「継続審査否決、本会議採決は暴挙」	
吉見　純男

　ポッポランド新築工事に市民の意見が反映さ
れていない。最低制限価格と落札額が同一。工
期について期間が保障されているかなど、委員
会が継続審査の決定をした事を否決し、本会議
採決をすることは、委員会の審査権をないがし
ろにする暴挙であり認められない。委員会で採
決のない審査不十分な議案について賛成できな
い。

「委員会審査を終えない中で暴挙だ」	

森下　賢司
　付託された産業建設委員会で討論や採決もし
ていないのに、いきなり本会議での採決とは委
員会の重要性を否定するものであり許しがた
い。本市議会の歴史に汚点を残すものである。
市民の声を聴いてほしい、という多くの願いを
まったく無視するもので大変な暴挙であり賛成
できない。

「市民、議会原則無視の異常事態」	
小松　遼太

　新ポッポランド工事は、不誠実な市の答弁か
ら、せめて市民の声を聞くべきと委員会が継続

審査を申し出た。それを委員会審査独立の原則
を覆して、強引に議決を図る一部議員。「市民
の声を聞いてほしい」という請願も否決された
今、このまちが誰を向いて議会や市政を進めて
いるかが問われている。到底賛成できず、心か
ら反対。

「上程議案に賛成」	 桐村　一彦
　旧鉄道館が老朽化による休館、市民の意見や
検討会議・有識者からの提言、再開への請願議
会採択、２億円もの多額な寄付金受領、鉄道館
建設予算の議会可決など、平成30年からの実現
に向けた真剣な議論があった。福知山公立大学
開学事業と同様に、実現に向け、行政も議会も
市民も真剣に力を合わせていきたい。

反 対

賛 成

「新ポッポランド」イメージパース

討
論



No.136　議会だより　6

市民の皆さん　　　からの請願審査

請願第１０号　ＪＲ西日本に土壌汚染未処理地の最終処分を実施するよう要請することを求める請願

■請願者／駅前自治会
谷垣　均 氏

■目　的／福知山市に対して、福知山駅周辺区画整
理事業地内の土壌汚染未処理地の汚染土
を、責任者であるＪＲ西日本に最終処分
するよう要請し、周辺住民の将来にわた
る不安を解消することを求める。 

■請願賛成討論　
「駅周辺住民の命に係る土壌汚染」……田渕　裕二
　福知山市にＪＲ西日本との覚書に沿い、福知山市
駅周辺土地区画整理事業区画内の旧、福知山運転所
跡地における、土壌汚染と水質検査の状況報告及び
汚染土の最終処分を実施するよう要請する請願は、
ＪＲ福知山駅の利用者及び地域住民の「安全安心」
そして「健康と命に係る」切実な請願で強く賛成す
る。
■議決結果／採択

■請願者／（共同代表）
福知山駅正面通商店街振興組合
理事長　岸本　道徳 氏
広小路商店街振興組合
理事長　塩見　純平 氏
福知山で子育てする親の会
代表　竹中　麻里（イシワタ マリ） 氏
他20名

■目　的／①新ポッポランド建設工事着工を延期
し、現計画を見直すこと。
②計画見直しにあたり、多様な市民らが
参画できるオープンな議論の場を設ける
ことを求める。

■請願賛成討論　
「今回の請願は、福知山の変である」	 …荒川　浩司
　私は、ポッポランドの移転設置には当初から賛成
であったが、建設について市のやり方があまりにも
企画力不足で、市民の意見も聞かずに補助金を取る
ことが手柄かの様なやり方であり、昨年9月議会と
今年の３月議会では、一貫して“審査できない”と
言う理由で反対した。それにしても、今回の請願活
動は「福知山の変」であり、今後に期待したい。
「ポッポランド建設は誰のためか」	……足立　治之
　市民から湧き上がった建設見直しの請願は、ご
く当然な意見であり、限られた時間で集められた
1621筆の署名は議会として重く受け止めなければ
ならない。寄附者の意向は、市民の思いに優先され
るべきではなく、市政は市民のためのものである。
この議案には子ども・孫の未来がかかっている。議
会と執行部は真摯な対応が必要だ。

「建設する前に市民の声を聞くべき」	 …紀氏百合子
　市民は、寄附金に比べてあまりにも高額な建設費
や、福知山城という浸水地域での建設について懸念
を表明し、計画を見直すために建設工事を一時延期
して多様な市民が参画できるオープンの場を設置す
るよう求めている。市民を置き去りにしてこのまま
事業を強行することは、自治基本条例にも反し将来
に禍根を残すことになる。
「市民の声をしっかり聴くべきだ」	……森下　賢司
　まちづくりにおける住民自治と市民参画を保障し
市民主体の市政運営をしていく上でごく当然な願意
である。市民不在でどんどん進めていく現状は、市
民と共に歩むまちづくりとは程遠く、大変な暴挙。
市民への説明の場や議論ができる場を懇願されてい
る請願者に思いを寄せることはまさに協働のまちづ
くりへのプロセスであり、賛成する。
■請願反対討論　
「必要な施設であり、計画どおりに」	 …芦田　眞弘
　「鉄道」とともに発展してきた歴史を学び、伝承
していくことは大変重要なことであり、また、本施設
が今後の学習機会の場になるとも考えている。このこ
とは、シビックプライドの醸成にも繋がり、加えて
「観光施設」の要素もあわせ持つ「必要な施設であ
る」と判断し、計画どおりに進めるべきである。
「一日も早い着工を望み」	………………馬谷　明美
　現計画は令和４年３月定例会で予算が可決され、
各事業が進み本工事の入札も終わり仮契約の状態ま
で進んでいる。令和５年３月末日完成であり、建設
工事の工期は厳しく、不測の事態には、交付金返還
もあり、一日も早い着工を望み請願内容には、賛成
できない。
■議決結果／不採択

請願第１１号　新ポッポランド計画に関する請願

請願審査5.6.7.8 号の録画配信	▶ 請願審査9.10.11 号の録画配信	▶

請
願



7　議会だより　No.136

市民の皆さん　　　からの請願審査

■請願者／合同会社　社会福祉士事務所つゆくさ
代表　田中　八州男 氏

■目　的／子どもがどのような不利な状況にあって
も、最大限の利益が受けられるように、
適応指導教室「けやき広場」にも公平・
平等に学校給食を実施することを求め
る。 

■請願反対討論　
「午前中の２～３時間の活動が大半」……中嶋　守
　適応指導教室「けやき広場」は、経験や体験を
通して緩やかに前に進めるよう支援し、学校への
適応や将来的な社会自立を目指すことを目的とされ
ており、児童生徒も自分のペースに合わせるように
基本、午前中の2～3時間の活動や学習が大半であ
り、現状では給食を設けることは必要でないと考え
る。
■議決結果／不採択

■請願者／合同会社　社会福祉士事務所つゆくさ
代表　田中　八州男 氏

■目　的／子どもがどのような不利な状況にあって
も、最大限の利益が受けられるように、
学校給食費の保護者負担の一部無償化・
一部補助を実施することを求める。  

■請願反対討論　
「学校給食法では保護者負担と規定」	 ……中嶋　守
　学校給食法では、主食のご飯やパン、副食の食材
及び牛乳には児童生徒の保護者負担と規定されてい
る。また、給食の無償化を実施するとなると毎年3
億円の一般財源が必要となり、安定的に継続してい
くことは困難であると考える。また給食費の値上げ
について本年度は考えていないと聞いており、本請
願に対し反対する。
■議決結果／不採択

■請願者／合同会社　社会福祉士事務所つゆくさ
代表　田中　八州男 氏

■目　的／就学援助制度の年間所得基準を現行の生
活保護基準額の1.3倍から1.5倍に引き上
げることを求める。

■請願反対討論　
「必要な世帯への援助は確保」	……………中嶋　守

　本市における就学援助制度は、今後の就学制度を
可能な制度として継続させるために認定基準を1.5
から1.3に改正されている。また本市の就学援助率
と全国の就学援助率を比較しても援助率はほぼ同率
の約14％であり、必要な世帯への援助は確保でき
ていると考える。
■議決結果／不採択

■請願者／合同会社　社会福祉士事務所つゆくさ
代表　田中　八州男 氏

■目　的／①「子どもよりそい支援員」の勤務時間
を、8時30分～15時00分まで延長する
ための予算措置を早急に講じること。
②「子どもよりそい支援員」の任用期間
を、現在の半年から１年に延長すること
を求める。

■請願反対討論　
「寄り添った対応が一番」	…………………中嶋　守
　子どもよりそい支援員の配置時間は学校により異
なるが、1日1～3時間程度で、週4～5日の勤務形態
となっていると聞いている。
　子どもよりそい支援員は不登校の未然防止の観点
から児童生徒の気持ちや考えを丁寧に聴き、寄り
添った対応をしていただくことが一番の目的となる
ところであることから反対である。
■議決結果／不採択

■請願者／合同会社　社会福祉士事務所つゆくさ
代表　田中　八州男 氏

■目　的／子どもから大人まで交流できる場とし
て、（仮）スケートボードパーク（練
習場）などスケートボードの専用設備
を備えた会場の設置を求める。

■請願反対討論　
「計画に基づく事業が優先である」	……芦田　眞弘
　平成31年３月に策定したスポーツ推進計画に基
づき、スポーツ施設の充実整備の課題として、「施
設の長寿命化・機能充実・統廃合」を進めている。
スポーツの推進のために、その時々の状況分析、
ニーズ把握することは重要であるが、現時点におい
て専用設備を備えた会場設置には反対である。
■議決結果／不採択

請願第５号　適応指導教室「けやき広場」に学校給
食を実施することに関する請願

請願第７号　就学援助制度の拡充に関する請願

請願第６号　学校給食費の保護者負担一部無償
化・一部補助の実施に関する請願

請願第８号　「子どもよりそい支援員」の勤務条件
の改善に関する請願　

請願第９号　スケートボードの専用施設の設置に
関する請願　

請
願
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議
決
結
果

福知山市
議会公明党

日本共産党
市会議員団 蒼士会 大志

の会
福知山
未来の会 新政会

無
会
派

大
谷　
洋
介

足
立　
伸
一

吉
見　
茂
久

吉
見　
純
男

塩
見
卯
太
郎

紀
氏
百
合
子

中
村　
初
代

金
澤　
栄
子

野
田　
勝
康

足
立　
治
之

桐
村　
一
彦

馬
谷　
明
美

森
下　
賢
司

田
中　
法
男

小
松　
遼
太

中
嶋　
　
守

芦
田　
眞
弘

柴
田　
　
実

田
渕　
裕
二

大
槻　
泰
德

藤
本　
喜
章

尾
嶋　
厚
美

荒
川　
浩
司

議第3号

福知山市長、副市長、教育長及び上下水
道事業管理者の給与に関する条例及び福
知山市の特別職の職員で常勤のものの退
職手当に関する条例の一部改正

可
決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ×

議第10号 工事請負契約の締結（（仮称）福知山
鉄道館ポッポランド新築工事）

可
決 〇 〇 〇 × × × × × 〇 × 〇 〇 × × × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ×

請願第5号 適応指導教室「けやき広場」に学校給食を
実施することに関する請願

不
採
択
× × × 〇 〇 〇 〇 〇 × × × × × × × × × × × × × × 〇

請願第6号 学校給食費の保護者負担一部無償化・
一部補助の実施に関する請願

不
採
択
× × × 〇 〇 〇 〇 〇 × × × × × × × × × × × × × × 〇

請願第7号 就学援助制度の拡充に関する請願
不
採
択
× × × 〇 〇 〇 〇 〇 × × × × × × × × × × × × × × 〇

請願第8号 「子どもよりそい支援員」の勤務条件
の改善に関する請願

不
採
択
× × × 〇 〇 〇 〇 〇 × × × × × × × × × × × × × × 〇

請願第9号 スケートボードの専用施設の設置に関す
る請願

不
採
択
× × × 〇 〇 〇 〇 〇 × × × × × × × × × × × × × × 〇

請願第11号 新ポッポランド計画に関する請願
不
採
択
× × × 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 × × 〇 〇 〇 × × × × × × × 〇

○：議案に対して賛成　×：議案に対して反対　　※ 髙橋正樹議員（蒼士会）は議長職のため表決に加わっていません。 
所属会派は、６月2７日現在 

会派別議員名（議決結果）

議　案

■議員別賛否一覧表	（賛否が分かれた議案のみ賛否状況を掲載しています）

議第1号 令和4年度一般会計補正予算（第2号）

議第2号 令和4年度一般会計補正予算（第3号）

議第4号 福知山市税条例等の一部改正

議第5号 過疎地域における福知山市税条例の特例に関する条例
の一部改正

議第6号 福知山市財産の交換、譲与、無償貸付等に関する条例
の一部改正

議第7号 福知山市ファームガーデンやくの条例の一部改正

議第8号 福知山市都市公園条例の一部改正

議第9号 財政調整基金の繰入れ

議第11号 物品の取得（自走式二軸破砕機）

議第12号 物品の取得（多機能型小型動力ポンプ付積載車ほか）

議第13号 物品の取得（高規格救急自動車）

議第14号 物品の取得（消防ポンプ自動車（ＣＤ－１型））

議第15号 専決処分の承認（福知山市税条例の一部改正）

議第16号 専決処分の承認
（福知山市都市計画税条例の一部改正）

請願第10号 ＪＲ西日本に土壌汚染未処理地の最終処分を実施する
よう要請することを求める請願

議会発議
第3号

福知山市議会政務活動費の交付に関する条例の一部
改正

■全員賛成で可決・承認・採択となった議案

６月定例会の議決結果について

議
決
結
果



ここが聞きたい！  6月定例会

一 般 質 問
各会派から16議員が質問に登壇！

録画配信中！
一般質問の録画配信
は、各議員のQRコー
ドからご覧になれます

スマートフォンから
ご覧になれます

質問議員

問　
障
害
の
あ
る
人
や
そ
の

家
族
の
相
談
を
支
援
す
る
体

制
の
現
状
は
。

答
　
市
委
託
の
4
カ
所
の
相

談
事
業
所
で
10
人
の
相
談
支

援
専
門
員
と
5
人
の
相
談
員

が
、
主
に
電
話
で
、
平
日
の

日
中
に
対
応
し
て
い
る
。
相

談
は
延
べ
1
万
5
千
件
に
も

上
る
。
内
容
は
日
常
生
活
の

心
配
ご
と
な
ど
多
岐
に
わ
た

る
。

問　
課
題
は
何
か
。

答
　
相
談
内
容
が
複
雑
化
し
、

多
様
な
機
関
と
の
調
整
や
時

間
が
必
要
な
相
談
が
増
加
。

さ
ら
に
、
相
談
支
援
専
門
員

は
、「
サ
ー
ビ
ス
等
利
用
計

画
書
」
の
作
成
も
必
要
で
相

談
に
対
応
す
る
十
分
な
時
間

が
と
り
に
く
い
状
況
で
も
あ

る
。
　
（
福
祉
保
健
部
長
）

問　
相
談
支
援
体
制
の
充
実

に
向
け
て
具
体
的
な
対
策
は
。

答
　
相
談
支
援
の
拠
点
と
し

て
「
基
幹
相
談
支
援
セ
ン

タ
ー
（
仮
称
）」
を
来
年
度

に
設
置
す
る
。
　
（
市
長
）

問　

基
幹
相
談
支
援
セ
ン

タ
ー
の
機
能
と
効
果
は
。

答
　
住
み
慣
れ
た
地
域
で
安

心
し
て
生
活
で
き
る
ま
ち
づ

く
り
の
た
め
、
総
合
的
な
相

談
業
務
、
成
年
後
見
制
度
の

利
用
促
進
、
虐
待
防
止
な
ど

に
取
り
組
む
。

（
福
祉
保
健
部
長
）

窓口での相談

その他の質問
・原油価格・物価高騰対策について
・福知山市エネルギー・環境基本計画策定へのロードマッ

プについて
・循環型森林整備と森林ビジョンについて
・国・府・市連携の流域治水対策等の今後の課題について

障害者相談支援の具体的な体制は
基幹相談支援センターを設置する

Q
A

　　　　　　福知山市議会公明党
足立　伸一  議員

※所属会派は6月27日現在
※この一般質問の掲載内容は、質問内容をもとに各議員が作成しています。
※答弁者が同一の場合は、最後の答弁にのみ記載しています。

１．福知山市議会公明党
　　足立　伸一  議員
２．日本共産党福知山市会議員団
　　吉見　純男  議員
３．蒼士会
　　足立　治之  議員
４．大志の会
　　桐村　一彦  議員
５．福知山未来の会
　　中嶋　　守  議員
６．新政会
　　藤本　喜章  議員

７．新政会
　　尾嶋　厚美  議員
８．福知山未来の会
　　森下　賢司  議員
９．日本共産党福知山市会議員団
　　金澤　栄子  議員
10．日本共産党福知山市会議員団
　　紀氏百合子  議員
11．日本共産党福知山市会議員団
　　塩見卯太郎  議員
12．福知山未来の会
　　小松　遼太  議員

13．福知山市議会公明党
　　大谷　洋介  議員
14．新政会
　　田渕　裕二  議員
15．無会派
　　荒川　浩司  議員
16．日本共産党福知山市会議員団
　　中村　初代  議員
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問　
年
金
の
引
き
下
げ
や
実

質
賃
金
が
8
年
間
で
年
間

22
万
円
も
下
が
る
一
方
で
、

新
型
コ
ロ
ナ
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ

侵
略
、
異
常
円
安
が
原
因
で
、

4
月
の
消
費
者
物
価
指
数
は

2
・
5
％
の
上
昇
。
光
熱
水

費
や
食
料
品
な
ど
の
生
活
必

需
品
は
4
・
8
％
と
さ
ら
に

値
上
が
り
し
、
市
民
の
暮
ら

し
は
窮
地
に
追
い
込
ま
れ
て

い
る
。
福
知
山
市
が
市
民
の

生
活
を
守
る
た
め
の
対
策
を

緊
急
に
行
う
必
要
が
あ
る
が
。

答
　
学
校
給
食
や
保
育
所
な

ど
福
祉
施
設
へ
の
食
材
費
高

騰
に
対
す
る
支
援
に
つ
い
て

は
、
各
施
設
の
状
況
も
ふ
ま

え
、
現
時
点
で
は
考
え
て
い

な
い
が
、
原
油
価
格
高
騰
の

影
響
が
ど
う
市
民
生
活
、
地

域
経
済
に
影
響
し
て
く
る
か
、

今
後
の
動
向
も
注
視
し
つ
つ
、

物
価
高
騰
の
影
響
を
受
け
る

市
民
に
広
く
行
き
わ
た
る
生

活
者
支
援
策
な
ど
、
本
市
独

自
策
を
検
討
し
実
施
し
て
行

く
。
　
　
　
　
　
（
市
長
）

問　
上
下
水
道
は
、ラ
イ
フ

ラ
イ
ン
の
基
本
中
の
基
本
で

あ
る
。上
下
水
道
料
金
の
減

免
を
行
い
、市
民
生
活
を
守

る
べ
き
だ
が
。

答
　
現
時
点
で
は
上
下
水
道

料
金
の
減
免
に
つ
い
て
は
考

え
て
い
な
い
が
、
広
く
い
き

わ
た
る
生
活
支
援
策
な
ど
、

本
市
独
自
策
を
検
討
す
る
。

（
上
下
水
道
部
長
）

高騰する食材費。玉ねぎ3個427円

その他の質問
・安全・安心な「みずほ環境保全センター第3

期保全計画」を
・環境にやさしい農業の推進施策について
・文化財、伝統文化の継承と振興について

物価高から市民生活を守る施策を
本市独自施策を検討、実施する

Q
A

　　　日本共産党福知山市会議員団
吉見　純男  議員

問　
負
担
付
き
寄
附
ま
た
は

贈
与
は
、
建
設
の
種
類
や
教

育
の
た
め
に
な
ど
の
条
件
を

付
さ
れ
る
こ
と
は
理
解
で
き

る
が
、「
建
設
場
所
」
ま
で

を
指
定
さ
れ
る
こ
と
は
、
市

民
の
財
産
で
あ
る
と
同
時
に

本
市
の
所
有
す
る
土
地
で
あ

り
、
市
の
裁
量
権
を
侵
害
さ

れ
る
こ
と
に
な
る
と
考
え
る

が
ど
う
か
。

答
　
建
設
場
所
を
含
め
て
条

件
指
定
す
る
こ
と
は
、
寄
附

者
の
自
由
意
思
。
一
方
、
寄

附
に
付
さ
れ
た
条
件
に
よ
っ

て
地
方
公
共
団
体
が
損
害
を

被
る
こ
と
が
な
い
と
は
言
え

な
い
の
で
、
議
会
に
お
い
て

負
担
付
き
寄
附
を
受
け
る
こ

と
に
つ
い
て
、
条
件
な
ど
を

調
査
審
議
し
、
議
決
を
い
た

だ
い
て
い
る
。

問　
市
民
の
皆
さ
ま
か
ら
の

請
願
を
真
摯
に
受
け
止
め
市

民
に
対
す
る
説
明
不
足
を
防

ぐ
た
め
に
も
、建
設
場
所
の

指
定
な
ど
を
寄
附
要
件
に
含

め
て
は
な
ら
な
い
と
思
う
が
。

答
　
寄
附
を
受
け
入
れ
る
市

の
立
場
と
し
て
は
、
寄
附
の

条
件
が
法
令
に
抵
触
し
て
い

な
い
か
、
住
民
の
福
祉
の
増

進
に
つ
な
が
っ
て
い
る
か
ど

う
か
を
判
断
し
、
そ
の
上
で

議
会
に
お
い
て
条
件
な
ど
を

調
査
審
議
し
議
決
を
い
た
だ

く
も
の
と
考
え
て
い
る
。

（
財
務
部
長
）

「昇龍橋」から見たポッポランド建設予定の親水公園

その他の質問
・スポーツ関連人口増加のための大会誘致活動

について
・福知山在住の外国人の日本語学習について
・本市の抱える人口減少問題について

ポッポランド建設と負担付き寄附
負担付き寄附は法律的に問題無し

Q
A

　　　　　　蒼士会
足立  治之  議員
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移住定住のパンフレットより

その他の質問
・空き家対策の現状と協力推進施策につ

いて
・自然災害における避難所開設に向けた課

題と対策について
・持続可能な自治体運営について

移住定住対策の現状は
若い世帯が増加傾向にある

Q
A

　　　　　　大志の会
桐村　一彦  議員

問　
現
在
の
休
日
急
患
診
療

所
の
運
営
状
況
は
。

答
　
休
日
急
患
診
療
所
は
、

休
日
に
お
い
て
緊
急
の
医
療

を
必
要
と
さ
れ
て
い
る
市
民

に
対
し
、
応
急
的
な
診
療
を

行
う
こ
と
を
目
的
と
し
て
開

設
し
て
い
る
。
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
対
応
と

し
て
は
、
令
和
4
年
当
初
の

第
6
波
の
際
、
中
丹
西
保
健

所
の
要
請
を
受
け
、
陽
性

者
や
濃
厚
接
触
者
で
発
熱
な

ど
の
あ
る
人
に
対
し
、
診
療
、

検
査
な
ど
の
対
応
を
行
っ

た
。
　
　
　
　
　
（
市
長
）

問　
コ
ロ
ナ
の
影
響
に
よ
る

運
営
状
況
は
。

答
　
令
和
2
年
度
の
受
診
者

数
は
3
6
7
人
で
、
コ
ロ
ナ

の
影
響
を
受
け
る
前
の
令
和

元
年
度
受
診
者
数
1
5
7
8

人
の
23
％
で
あ
っ
た
。
新
型

コ
ロ
ナ
の
影
響
に
よ
る
受
診

控
え
に
加
え
、
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
の
流
行
が
、
こ
こ
1
、

2
年
は
抑
え
ら
れ
て
い
る
こ

と
か
ら
、
受
診
者
数
が
大
幅

に
減
少
と
な
っ
て
い
る
。

問　
休
日
に
お
け
る
一
次
的

な
救
急
医
療
機
関
と
し
て
、

休
日
急
患
診
療
所
の
役
割
は

重
要
だ
。
今
後
の
運
営
方
針

は
。

答
　
医
師
会
お
よ
び
薬
剤
師

会
な
ど
の
協
力
を
い
た
だ
き

な
が
ら
、
安
心
安
全
な
医
療

提
供
に
資
す
る
た
め
、
円
滑

で
、
安
定
的
な
運
営
に
努
め

た
い
。
（
福
祉
保
健
部
長
）

福知山市休日急患診療所（北本町二区）

その他の質問
・マイナンバーカード普及の取り組みにつ

いて
・認知症になっても安心して暮らせる地域

づくりについて
・妊婦への支援の現状と課題について

休日急患診療所の今後の運営は
今後も安定的に運営していく

Q
A

　　　　　　福知山未来の会
中嶋　　守  議員
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問　
本
市
の
公
立
保
育
所
・

認
定
こ
ど
も
園
に
お
け
る
使

用
済
み
お
む
つ
処
理
の
現
状

は
。

答
　
便
は
園
で
処
理
し
、
使

用
済
み
お
む
つ
は
持
ち
帰
っ

て
い
た
だ
い
て
い
る
。

問　
な
ぜ
、保
護
者
が
使
用

済
み
お
む
つ
を
持
ち
帰
っ
て

い
る
の
か
。

答
　
子
ど
も
の
排
泄
物
は
体

調
を
表
す
指
標
と
さ
れ
、
布

お
む
つ
を
使
用
し
て
い
た
時

代
か
ら
、
子
ど
も
の
健
康
状

態
の
チ
ェ
ッ
ク
を
し
て
い
た

だ
く
こ
と
な
ど
を
目
的
に
持

ち
帰
っ
て
い
た
だ
い
て
い
て

い
る
。
近
年
で
は
紙
お
む
つ

の
普
及
か
ら
使
用
済
み
お
む

つ
で
健
康
チ
ェ
ッ
ク
を
さ
れ

る
保
護
者
も
少
な
く
な
っ
て

き
て
い
る
。

問　
保
護
者
・
保
育
士
の
負

担
軽
減
や
民
間
保
育
所
な
ど

へ
の
助
成
も
含
め
、
新
た
な

子
育
て
支
援
策
と
し
て
の
考

え
は
。

答
　
民
間
保
育
所
な
ど
を
含

め
、
本
市
の
現
状
は
園
で
処

理
し
て
い
る
園
、
保
護
者
に

持
ち
帰
っ
て
い
た
だ
く
園
な

ど
さ
ま
ざ
ま
対
応
さ
れ
て
い

る
。
保
育
現
場
で
使
用
済
み

お
む
つ
を
処
理
す
る
場
合
、

保
管
方
法
な
ど
の
検
討
が
必

要
と
な
る
。
使
用
済
み
お
む

つ
の
処
理
に
つ
い
て
、
民
間

保
育
所
な
ど
の
意
見
も
伺
い
、

今
後
の
方
向
性
を
決
め
て
い

き
た
い
。（

こ
ど
も
政
策
監
）

保育所（認定こども園）

その他の質問
・新型コロナウイルス感染症における福祉

施設の課題と今後の本市の取り組みにつ
いて
・福知山らしい地域包括ケアシステムの実

現に向けて

保育所など使用済みおむつ処理は
今後の方向性を決めていきたい

Q
A

　　　　　　新政会
藤本　喜章  議員

問　

ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ

ラ
ー
の
現
況
は
。

答
　
経
験
豊
か
な
13
人
の
ス

ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
が
概

ね
月
に
、
3
日
か
ら
4
日
程

度
市
内
全
校
に
勤
務
し
て
い

る
状
況
で
あ
る
。

問　
こ
れ
ま
で
の
ス
ク
ー
ル

カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
の
成
果
は
。

答
　
児
童
生
徒
自
身
が
、
自

分
の
意
見
を
言
え
る
よ
う
に

な
り
、
児
童
生
徒
、
保
護
者

と
も
に
生
活
面
や
精
神
面
の

安
定
が
図
れ
た
。
カ
ウ
ン
セ

リ
ン
グ
を
受
け
ら
れ
る
安
心

感
か
ら
、
欠
席
日
数
の
減
少
、

自
傷
行
為
な
ど
の
危
険
性
が

な
く
な
っ
た
。

問　

ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ

ラ
ー
の
課
題
や
問
題
点
は
。

答
　
教
員
の
研
修
や
情
報
共

有
の
機
会
を
充
実
さ
せ
る
こ

と
や
、
児
童
生
徒
自
身
が
困

難
に
対
処
す
る
方
法
を
身
に

付
け
る
た
め
の
授
業
を
着
実

に
実
施
で
き
る
よ
う
ス
ク
ー

ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
の
人
的
配

置
の
充
実
が
必
要
で
あ
る
。

（
教
育
委
員
会
理
事
）

問　

ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ

ラ
ー
の
意
識
改
革
と
対
策
は
。

答
　
ス
キ
ル
を
維
持
し
、
さ

ら
な
る
向
上
に
つ
な
が
る
よ

う
支
援
を
進
め
た
い
。
ま
た
、

教
員
や
関
係
機
関
と
連
携
し

「
チ
ー
ム
学
校
」
の
一
員
と

し
て
、
よ
り
一
層
の
活
動
が
、

で
き
る
よ
う
人
的
配
置
の
充

実
を
府
に
も
働
き
か
け
る
。

（
教
育
長
）

助言・援助するスクールカウンセラー

その他の質問

・福知山市有害鳥獣対策協議会の組織と取組に
ついて
・廃校の利活用の現況について

スクールカウンセラーの現況は
経験豊かな13人が市内全校に勤務

Q
A

　　　　　　新政会
尾嶋　厚美  議員

出典：文部科学省
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問　
本
市
立
中
学
校
の
部
活

動
で
、
少
子
化
に
よ
り
部
の

維
持
存
続
や
、
生
徒
が
望
む

競
技
選
択
上
で
の
課
題
は
あ

る
か
。

答
　
学
校
規
模
や
生
徒
数
に

よ
っ
て
設
置
で
き
る
部
活
動

数
に
違
い
が
あ
り
、
生
徒
の

選
択
に
お
い
て
学
校
毎
に
差

が
あ
る
現
状
だ
。
合
同
チ
ー

ム
で
維
持
す
る
例
も
あ
る
が
、

学
校
単
独
の
部
活
動
だ
と
活

動
内
容
に
制
限
が
で
き
て
し

ま
う
課
題
が
あ
る
。

問　
地
域
移
行
を
本
格
的
に

検
討
し
て
い
く
上
で
の
課
題

や
支
障
は
あ
る
か
。

答
　
多
様
な
指
導
者
が
必
要

な
の
で
、
確
保
と
人
材
育
成

が
課
題
。
大
会
の
参
加
や
運

営
、
選
手
登
録
の
取
り
扱
い
、

学
校
の
部
活
動
と
地
域
の
ク

ラ
ブ
チ
ー
ム
と
の
活
動
の
調

整
な
ど
の
整
理
も
必
要
。
ま

た
、
施
設
や
場
所
の
確
保
、

移
動
手
段
、
費
用
や
保
険
な

ど
の
課
題
も
あ
る
。
国
や

府
の
動
向
も
踏
ま
え
な
が
ら
、

今
後
の
部
活
動
の
あ
り
方
の

検
討
を
進
め
る
。

問　
保
護
者
の
間
で
は
、
本

市
立
中
学
校
の
部
活
動
が
な

く
な
る
、
と
の
不
安
の
声
が

あ
る
が
、
ど
う
な
る
の
か
。

答
　
現
時
点
で
学
校
の
部
活

動
を
な
く
す
こ
と
は
考
え
て

い
な
い
。
ま
ず
は
休
日
の
部

活
動
か
ら
段
階
的
に
地
域
に

移
行
す
る
こ
と
を
検
討
し
て

い
き
た
い
。

（
教
育
委
員
会
理
事
）

今後のあり方の検討が求められる中学校部活動

その他の質問
・ヤングケアラー問題への対応は
・街路樹や植え込みなどの維持管理のあり

方は
・本市の建設プロジェクトの進め方のあり

方は

中学校部活動の地域移行の考えは
休日の部活動から段階的に移行を

Q
A

　　　　　　福知山未来の会
森下　賢司  議員

子どもたちを迎える朝の学校

その他の質問
・福知山市におけるヤングケアラーの実態調

査は
・選挙の投票率をあげる取組について
・環境パークでの指定ごみ袋の処理について

コロナ第6波、学校教育の影響は
児童生徒の多数が出席停止に

Q
A

　　　日本共産党福知山市会議員団
金澤　栄子  議員
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問　
森
林
環
境
譲
与
税
と
同

時
ス
タ
ー
ト
し
た
森
林
経
営

管
理
事
業
の
認
識
と
計
画
は
。

答
　
森
林
環
境
税
と
譲
与
税
、

森
林
経
営
管
理
制
度
の
趣
旨

か
ら
、
管
理
不
全
の
人
工
林

の
整
備
を
し
っ
か
り
進
め
る

必
要
が
あ
る
。
令
和
4
～
8

年
度
は
航
空
レ
ー
ザ
ー
測
量

と
意
向
調
査
を
行
な
う
。

（
市
長
）

問　
山
の
荒
廃
は
大
雨
や
土

砂
災
害
な
ど
、防
災
上
も
大

き
な
問
題
だ
。個
人
所
有
の

小
規
模
な
森
林
が
多
数
あ
る

中
で
、自
伐
型
林
業
な
ど
小

規
模
な
林
業
者
を
多
く
育
成

し「
食
え
る
林
業
」に
育
て
る

考
え
は
。

答
　
※
自
伐
型
林
業
は
本
年

度
新
た
に
フ
ォ
ー
ラ
ム
や
研

修
会
を
開
催
し
、
参
加
者
の

ス
キ
ル
ア
ッ
プ
の
場
と
し
た

い
。

問　
林
業
に
着
手
す
る
た
め
、

チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
や
バ
ッ
ク

ホ
ー
な
ど
資
機
材
へ
の
支
援

は
。

答
　
作
業
道
造
り
に
は
、
事

業
体
や
グ
ル
ー
プ
に
国
・

府
・
市
か
ら
1
m
当
た
り
計

1
0
6
6
円
の
交
付
制
度
、

チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
や
バ
ッ
ク

ホ
ー
な
ど
も
国
や
京
都
府
の

支
援
が
あ
る
。

問　

林
業
に
専
念
で
き
る

よ
う
道
造
り
の
補
助
は

1
m
2
千
円
に
な
ら
な
い
か
。

答
　
今
後
ど
の
よ
う
な
支
援

が
必
要
か
検
討
し
て
い
く
が
、

現
状
と
し
て
は
既
存
の
制
度

の
活
用
を
お
願
い
し
た
い
。

（
産
業
政
策
部
理
事
）

山を壊さない自伐型林業の小さな作業道

その他の質問
・会計年度任用職員の処遇改善

について
・農匠の郷やくのについて
・住宅改修への助成について

自伐型林業の振興と担い手支援を
支援制度は今年度検討していく

Q
A

　　　日本共産党福知山市会議員団
紀氏百合子  議員

問　
昨
年
6
月
議
会
で
高
畑

地
区
は
無
堤
防
区
間
で
あ
り
、

早
期
の
計
画
着
手
に
つ
い
て

質
問
し
た
。「
国
土
交
通
省

か
ら
は
、
今
年
度
現
地
調
査

と
設
計
を
進
め
る
」
と
の
答

弁
で
あ
っ
た
。
国
土
交
通
省

は
本
年
4
月
、
土
師
川
右
岸

高
畑
地
区
で
、
無
堤
防
解
消

に
向
け
た
堤
防
整
備
に
着
手

す
る
。
ま
ず
は
用
地
取
得
に

取
り
組
む
と
発
表
さ
れ
た
。

福
知
山
地
方
で
唯
一
残
さ
れ

た
高
畑
地
区
の
築
堤
計
画
の

完
成
時
期
は
。

答
　
高
畑
地
区
は
、
由
良
川

水
系
河
川
整
備
計
画
に
は
位

置
付
け
ら
れ
て
い
る
が
、
由

良
川
緊
急
治
水
対
策
の
福
知

山
市
域
で
は
唯
一
の
無
堤
防

地
域
で
あ
り
、
あ
ら
ゆ
る
機

会
を
通
じ
て
国
に
対
し
て
要

望
を
し
て
き
た
。

　
令
和
2
年
度
に
は
概
略
設

計
を
、
令
和
3
年
度
に
は
詳

細
設
計
と
現
地
調
査
を
実
施

さ
れ
た
。
令
和
4
年
度
は
、

用
地
取
得
に
向
け
た
取
り
組

み
が
行
な
わ
れ
て
い
る
。

　
国
土
交
通
省
か
ら
は
、
現

在
、
用
地
取
得
に
向
け
た
取

り
組
み
を
実
施
中
の
た
め
、

完
成
年
度
に
つ
い
て
、
明
確

に
示
せ
な
い
と
聞
い
て
い
る
。

本
市
と
し
て
は
早
期
の
完
成

に
向
け
て
、
今
後
も
要
望
活

動
を
続
け
て
い
き
た
い
。

（
市
長
）

高畑地区の築堤計画予定線

その他の質問
・防災・減災の対策について
・盛土規制法の成立に伴い、全国一律で規制に向けた福

知山市の対応は
・予算と条例の提案のあり方について　
・陸上自衛隊福知山射撃場における米軍の実弾訓練につ

いて

高畑地区築堤計画の完成時期は
用地取得中であり早期完成を要望

Q
A

　　　日本共産党福知山市会議員団
塩見卯太郎  議員

※自伐型林業…小規模林業者が小規模山林などの間伐をくり返し、採算性と環境保全を両立させる施業として注目されてきている

No.136　議会だより　14

一
般
質
問



問　
福
知
山
公
立
大
学
の
学

生
も
本
年
度
は
7
0
0
人
を

超
え
、
来
年
度
に
は
定
員

8
0
0
人
を
確
保
す
る
め
ど

が
つ
い
た
。
全
国
か
ら
集

ま
っ
た
学
生
に
充
実
し
た
学

生
生
活
を
送
っ
て
も
ら
う
た

め
に
も
、
住
宅
環
境
と
ア
ル

バ
イ
ト
環
境
の
整
備
が
重
要

と
考
え
る
が
現
状
は
ど
う
か
。

答
　
今
年
度
も
一
人
暮
ら
し

を
希
望
す
る
全
学
生
が
住
居

を
確
保
で
き
た
が
、
希
望
し

て
い
た
家
賃
や
居
住
場
所
な

ど
学
生
の
希
望
が
、
全
て
か

な
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い

こ
と
が
課
題
で
あ
る
。
ア
ル

バ
イ
ト
に
つ
い
て
は
、
今
年

度
に
入
り
、
大
学
に
届
い
て

い
る
求
人
は
、
昨
年
度
の
約

3
倍
に
な
る
な
ど
大
幅
に
改

善
さ
れ
て
い
る
。

問　
今
後
の
対
策
は
。

答
　
良
質
で
低
価
格
な
学
生

住
宅
の
確
保
に
向
け
、
引
き

続
き
市
と
大
学
が
連
携
し
て

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。
ア

ル
バ
イ
ト
は
、
本
市
も
選
挙

の
投
票
事
務
な
ど
、
大
学
生

を
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
雇
用
し

て
い
る
。
ま
た
、
大
学
で
も

授
業
ア
シ
ス
タ
ン
ト
な
ど
毎

月
50
名
程
度
の
学
生
を
ア
ル

バ
イ
ト
と
し
て
採
用
し
て
い

る
。
今
後
も
学
生
が
大
学
の

教
育
研
究
や
、
市
の
事
業
に

参
画
す
る
機
会
を
拡
充
し
て

い
き
た
い
。（

市
長
公
室
長
）

福知山市の希望の砦となる公立大学

その他の質問
・書かない行政窓口について
・旭が丘地内の市道の信号設置及び交差点改良につ

いて
・小・中学校の児童・生徒への不登校対策について
・マイナンバーカード普及に向けた申請手続き支援

について

公立大学生の生活環境の向上を
市と大学が連携して支援する

Q
A

　　　　　　福知山市議会公明党
大谷　洋介  議員

問　
新
ポ
ッ
ポ
ラ
ン
ド
の
市

民
へ
の
周
知
は
。

答
　
適
宜
広
報
ふ
く
ち
や
ま

や
市
の
H
P
に
て
、
市
民
へ

の
周
知
を
図
っ
て
き
た
。

問　
広
報
ふ
く
ち
や
ま
以
外

で
市
民
へ
直
接
的
な
説
明
は
。

答
　
春
季
自
治
会
長
会
で
概

略
を
説
明
し
た
。
今
後
も
分

か
り
や
す
い
周
知
を
行
う
。

問　
市
が
主
体
的
に
建
て
る

必
要
が
あ
る
と
強
く
考
え
て

い
る
か
。

答
　
請
願
や
篤
志
家
の
寄
附
、

議
会
議
員
の
議
決
は
あ
っ
た

が
、
決
し
て
周
り
か
ら
薦
め

ら
れ
て
建
て
る
も
の
で
は
な

い
。

問　
市
が
何
度
も
言
う
自
立

し
た
運
営
と
は
何
な
の
か
。

答
　
施
設
の
入
場
料
や
グ
ッ

ズ
販
売
、
企
業
版
ふ
る
さ
と

納
税
な
ど
で
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ

ス
ト
を
賄
う
こ
と
だ
。
他
の

寄
附
な
ど
の
目
標
金
額
は
、

現
時
点
で
設
定
し
て
い
な
い
。

問　
更
新
費
用
や
修
理
費
用

を
運
営
費
と
し
て
計
上
す
べ

き
だ
が
、
具
体
的
な
試
算
は
。

答
　
運
営
は
今
後
検
討
し
、

修
繕
な
ど
の
試
算
は
難
し
い

の
で
今
後
把
握
し
て
い
き
た

い
。

問　
ミ
ニ
S
L
フ
ェ
ス
タ
な

ど
鉄
道
の
イ
ベ
ン
ト
は
な
く

な
っ
た
が
、
今
後
の
展
開
は
。

答
　
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
中
止

し
て
い
る
が
、
今
後
企
業
や

市
民
と
協
力
し
て
活
性
化
に

努
め
た
い
。

（
産
業
政
策
部
長
）

新ポッポランド建設予定地

その他の質問
・マスク着用や黙食などコロナによる制限を

受ける子どもたちを取り巻く教育環境は
・市民と行政の双方向コミュニケーション

のあり方は
・人工内耳の電池助成など障害のある人へ

助成制度の拡充は

ポッポランド運営の具体的試算は
今後把握していきたい

Q
A

　　　　　　福知山未来の会
小松　遼太  議員
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問　
市
内
外
の
入
場
者
で
賑

わ
う
本
市
動
物
園
の
魅
力
を

さ
ら
に
ア
ッ
プ
し
、
園
の
活

性
化
へ
の
取
り
組
み
を
進
め

る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。

園
の
課
題
に
つ
い
て
市
の
見

解
は
。

答
　
昭
和
53
年
の
開
園
か
ら

44
年
が
経
過
し
て
お
り
、
以

前
は
年
間
約
7
万
人
の
入
園

者
が
あ
っ
た
が
、
現
在
で
は

園
舎
の
老
朽
化
や
コ
ロ
ナ
に

よ
る
動
物
園
の
閉
鎖
も
あ
り
、

昨
年
は
4
万
8
千
人
に
落
ち

込
ん
で
い
る
。

（
建
設
交
通
部
長
）

問　
本
市
動
物
園
は
、動
物

を
見
る
だ
け
で
な
く
触
れ
あ

う
こ
と
が
で
き
る
動
物
園
で
、

子
ど
も
た
ち
は
自
分
よ
り
小

さ
な
動
物
を
触
る
こ
と
で
動

物
を
守
ろ
う
と
す
る
養
護

性
や
思
い
や
り
の
心
、温
か

い
人
間
性
な
ど
が
育
ま
れ
る
。

動
物
園
に
自
動
車
で
行
く
た

め
の
道
路
は
狭
く
駐
車
場
も

な
い
。園
の
魅
力
ア
ッ
プ
と

活
性
化
に
は
道
路
と
一
般
駐

車
場
の
整
備
や
、園
舎
な
ど

の
美
装
化
が
必
要
だ
と
考
え

る
。市
の
見
解
は
。

答
　
動
物
園
は
農
地
に
囲
ま

れ
市
道
と
接
続
せ
ず
狭
く

曲
っ
た
道
路
で
、
身
障
者
用

駐
車
場
の
み
設
置
し
て
い
る
。

ア
ク
セ
ス
道
路
の
拡
幅
や
駐

車
場
の
整
備
事
業
に
は
課
題

も
多
く
実
施
に
至
っ
て
い
な

い
が
、
事
業
と
し
て
実
施
で

き
る
よ
う
検
討
を
進
め
た
い
。

（
市
長
）

三段池RAVIHOUSE（ラビハウス）動物園の
正面入口

その他の質問

・GIGAスクール構想1年目の検証評価に
ついて
・学校給食の地産地消化の更なる強化推進

について

動物園の魅力アップと活性化は
事業実施に向けた検討を進めたい

Q
A

　　　　　　新政会
田渕　裕二  議員

問　
今
議
会
で
「
新
ポ
ッ
ポ

ラ
ン
ド
建
設
計
画
の
見
直
し

と
オ
ー
プ
ン
な
議
論
の
場

を
」
の
請
願
が
3
団
体
の
共

同
代
表
と
、
20
名
の
方
が
名

前
を
出
し
て
お
ら
れ
、
有
識

者
的
な
立
場
の
方
も
多
く
見

受
け
ら
れ
る
が
、
こ
の
様
な

市
民
活
動
を
市
長
は
ど
う
評

価
さ
れ
て
い
る
か
。

答
　
市
民
の
皆
さ
ま
に
は
、

賛
成
反
対
の
意
見
が
あ
る
こ

と
を
承
知
し
て
い
る
。
市
議

会
に
お
い
て
可
決
さ
れ
た
予

算
を
執
行
す
る
の
が
行
政
の

責
務
と
考
え
て
い
る
。

問　
ポ
ッ
ポ
ラ
ン
ド
建
設
場

所
の
変
更
時
か
ら
の
情
報
開

示
を
行
っ
た
が
、市
長
や
理

事
者
の
会
議
の
ほ
と
ん
ど
が

黒
塗
り
で
、知
ら
れ
た
く
な

い
部
分
が
極
め
て
多
か
っ
た

と
理
解
す
る
が
、ど
う
か
。

答
　
情
報
公
開
条
例
に
基
づ

き
適
正
に
情
報
を
公
開
し
て

い
る
。

問　
請
願
の
結
果
に
関
係
な

く
、市
長
と
し
て
今
回
の
市

民
の
声
を
受
け
て“
市
民
の

意
見
を
聞
く
場
”を
作
る
考

え
は
あ
る
の
か
。

答
　
新
た
な
鉄
道
館
オ
ー
プ

ン
後
に
つ
い
て
は
、
市
民
の

皆
様
や
、
各
種
団
体
の
ご
理

解
ご
支
援
が
必
要
で
あ
り
、

意
見
や
提
案
を
伺
う
機
会
を

考
え
て
い
る
。

（
産
業
政
策
部
長
）

ほとんどが黒塗りの情報開示資料

その他の質問
・本市の交付金申請ミス「1桁少なく誤申請」に伴う市の対応について
・コロナ感染者の情報開示を以前の内容まで戻す、市の要望に対する

府の見解は
・土師宮町に建設予定の産業廃棄物中間処理施設に伴う、業者が京都

府に提出した事業計画書の内容について
・上川口の下小田地区に建設の話がある、産業廃棄物処理施設周辺の

交通事情等の本市の考え方は
・福知山駅南エリアにおけるJR跡地の有害物質の処理についての本市

の考え方は
・市営「広峯団地」の一部住民に対する、手厚い住宅設備の実態について

ポッポランド建設見直しは
議会で可決された予算執行を行う

Q
A

　　　　　　無会派
荒川　浩司  議員
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問　
男
女
共
同
参
画
の
視
点

か
ら
、
防
災
の
取
り
組
み
を

進
め
、
地
域
の
災
害
対
応
力

を
強
化
す
る
こ
と
が
求
め
ら

れ
て
い
る
。
防
災
・
復
興
に

関
す
る
意
思
決
定
の
場
、
防

災
会
議
や
危
機
管
理
担
当
部

局
の
女
性
職
員
の
参
画
は
ど

う
か
。

答
　
3
月
に
防
災
会
議
の
定

員
を
増
や
す
条
例
改
正
を
行

い
、
5
名
の
女
性
委
員
を
委

嘱
し
た
。
危
機
管
理
室
に
は

1
名
の
職
員
を
任
用
。
人
権

推
進
室
の
男
女
共
同
参
画
推

進
係
長
を
兼
務
職
員
と
し
て

い
る
。

問　
女
性
の
参
画
を
推
進
す

る
た
め
に
、防
災
に
お
け
る

女
性
の
役
割
や
意
義
に
つ
い

て
な
ど
研
修
を
実
施
す
る
こ

と
が
必
要
だ
が
、取
組
状
況

と
今
後
の
方
向
性
は
ど
う
か
。

答
　
こ
れ
ま
で
、
女
性
栄
養

士
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
「
備
蓄

ク
ッ
キ
ン
グ
」
の
動
画
配
信

を
し
た
。
6
月
末
に
は
、
女

性
防
災
士
を
講
師
に
市
民
向

け
セ
ミ
ナ
ー
を
予
定
し
て
い

る
。
　
　
（
危
機
管
理
監
）

問　
災
害
時
に
役
に
立
つ
マ

ン
ホ
ー
ル
ト
イ
レ
の
設
置
計

画
と
状
況
は
。

答
　
今
年
度
、
三
段
池
公
園

総
合
体
育
館
に
38
基
の
マ
ン

ホ
ー
ル
ト
イ
レ
の
設
置
を
予

定
。
防
犯
や
プ
ラ
イ
バ
シ
ー

に
考
慮
し
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー

仕
様
で
多
様
な
方
が
使
え
る

よ
う
に
整
備
す
る
。

（
上
下
水
道
部
長
）

6月開催の女性防災士によるはばたきセミナー

その他の質問

・特別障害者手当について
・平和な社会で安心して暮らすために

防災の取り組みに女性の視点を
防災会議に5名の女性委員を委嘱

Q
A

　　　日本共産党福知山市会議員団
中村　初代  議員

電子採決の実地体験および舞鶴市議会議場の視察

実
施
日

7
月
5
日
㈫

視
察
研
修

本
市
議
場
の
マ
イ
ク
や
カ
メ
ラ
な

ど
の
設
備
は
老
朽
化
が
進
ん
で
お
り
、

更
新
の
必
要
性
が
高
ま
っ
て
い
る
。

ま
た
、
今
後
更
新
を
検
討
す
る
際
に

は
、
傍
聴
や
議
会
中
継
を
視
聴
さ
れ

る
市
民
に
と
っ
て
の
、
聞
き
や
す
さ
、

分
か
り
や
す
さ
の
向
上
に
配
慮
し
て

い
く
必
要
が
あ
る
。

本
委
員
会
で
は
、「
電
子
採
決
を

含
む
採
決
の
あ
り
方
」
に
関
す
る
調

査
研
究
を
進
め
て
お
り
、
今
回
、
電

子
採
決
の
実
地
体
験
と
、
令
和
3

年
度
に
議
場
設
備
を
更
新
さ
れ
た
舞

鶴
市
議
会
議
場
の
視
察
を
行
っ
た
。

電
子
採
決

午
前
、
本
市
議
会
の
議
場
に
て
、

本
市
議
会
が
採
用
し
て
い
る
文
書
共

有
シ
ス
テ
ム
の
オ
プ
シ
ョ
ン
機
能
を

試
用
し
て
「
電
子
採
決
」
の
実
地
体

験
を
行
っ
た
。

議
員
が
押
し
た
投
票
ボ
タ
ン
の
状

態
（
賛
成
か
反
対
か
な
ど
）
を
、
議

場
内
の
ス

ク
リ
ー
ン

に
表
示
す

る
こ
と
が

で
き
る
た

め
、
採
決

結
果
が
議

場
内
の
議

員
・
傍
聴
者
と
も
に
分
か
り
や
す
い

シ
ス
テ
ム
と
な
っ
て
い
た
。

舞
鶴
市
議
会
議
場

午
後
、
舞
鶴
市
議
会
議
場
の
視
察

を
実
施
し
た
。
カ
メ
ラ
・
マ
イ
ク
・

ス
ピ
ー
カ
ー
・
大
型
モ
ニ
タ
ー
・
制

御
シ
ス
テ
ム
な
ど
が
一
新
さ
れ
て
お

り
、
複
数
ス
ピ
ー
カ
ー
の
配
置
に
よ

る
「
聞
き
取
り
や
す
さ
」、
発
言
者

と
資
料
の
同
時
表
示
に
よ
る
「
分
か

り
や
す
さ
」
な
ど
、
機
器
類
の
機
能

向
上
に
よ
り
、
議
会
運
営
全
体
の
ク

オ
リ
テ
ィ
が
向
上
し
て
い
る
。
従
来

か
ら
実
施
さ
れ
て
い
る
「
電
子
採

決
」
は
、
議
席
に
備
え
付
け
の
マ
イ

ク
に
内
蔵
さ
れ
た
採
決
ボ
タ
ン
で
行

い
、
採
決
結
果
は
即
時
に
大
型
モ
ニ

タ
ー
に
表
示
さ
れ
、
議
会
中
継
に
も

映
し
出
さ
れ
る
仕
組
み
と
な
っ
て
い

る
。

ま
と
め

市
民
に
と
っ
て
分
か
り
や
す
い
採

決
の
あ
り
方
を
は
じ
め
、
I
C
T

を
活
用
し
た
合
理
的
な
議
会
運
営
に

つ
い
て
、

今
後
も

調
査
研

究
を
進

め
て
い

き
た
い
。

議会運営
委 員 会

電子採決を体験

舞鶴市議会議場
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　校外学習の一環として、5月27日に夜久野小学校、6月10日に上川口小学校、6月
23日に修斉小学校、6月24日に成仁小学校の3年生の皆さんが、市役所の見学に際し
て、議場を訪れ議会について学びました。
　昨年に引き続き、市議会広報広聴委員会委員長・副委員長が案内人を務めました。

　議場を学校に置きかえるという視点で、議長って？市長って？学校では、学級委員長？校長先生？な
ど、問題を出しながら説明をしました。また、模擬議会のような形で子どもたちから「毎日体育の授業
にしてほしい」や「バレンタインデーにチョコをもっていきたい」などの質問があり、先生がそれに柔
軟に答弁をされていました。他にも予想を超えた質問も。子どもたちから見た議場、そして議会という
視点にこちらが刺激をもらえました。
　最後には「楽しかったから大きくなったらここで働きたい」と言う声も。まちの今と未来を決める議
会が少しでも子どもたちにとって身近に感じてもらえる機会となれば嬉しいです。見学に来てくれてあ
りがとうございました。またいつでもお待ちしていますね。

子どもたちから見た議会って？

議場 見学

上川口小学校3年生 夜久野小学校３年生
※撮影のため、マスクを外しています。
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　近
年
の
自
然
災
害
の
激
甚
化
、

新
型
コ
ロ
ナ
の
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
、

ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵

略
、
資
源
の
高
騰
な
ど
、
「
一

寸
先
は
闇
」
と
よ
く
言
わ
れ
ま

す
が
、
ま
さ
に
明
日
を
経
験
し

た
人
は
世
界
中
に
誰
も
い
ま
せ

ん
。
何
が
起
こ
る
か
分
か
ら
な

い
時
代
を
生
き
て
い
る
実
感
が

し
ま
す
。
そ
し
て
、
こ
の
号
の

編
集
作
業
の
間
に
、
安
倍
元
首

相
が
街
頭
演
説
中
に
、
銃
撃
さ

れ
、
亡
く
な
ら
れ
る
と
い
う
前

代
未
聞
の
事
件
が
起
こ
り
ま
し

た
。
安
倍
元
首
相
の
ご
冥
福
を

心
か
ら
祈
り
、
深
く
哀
悼
の
意

を
表
し
ま
す
。
こ
れ
は
、
民
主

主
義
の
根
幹
で
あ
る
選
挙
活
動

中
で
の
卑
劣
な
蛮
行
で
あ
り
、

こ
ん
な
暴
挙
は
断
じ
て
容
認
で

き
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

暴
力
に
よ
る
言
論
封
殺
を
跳
ね

返
し
、
民
主
主
義
の
本
来
あ
る

べ
き
姿
を
議
会
人
と
し
て
も
示

し
て
い
か
ね
ば
と
思
い
ま
す
。

（
広
報
広
聴
委
員
会
）

編
集
後
記

本会議・委員会を傍聴しませんか
　本会議の傍聴は、市役所本庁6階へ、委員会の傍聴は、本庁5階各委員会室へお越しください。
　なお、団体で傍聴を希望される方は、事前に市議会事務局までご連絡ください。   
　※マスク着用などコロナ感染症拡大防止にご協力をお願いします。

手話通訳・要約筆記による本会議・委員会の傍聴ができます。
　聴覚障害のある方が、本会議・委員会を傍聴できるよう、傍聴席において手話通訳・要約筆記を行っています。手話
通訳・要約筆記を希望される方は、事前に所定の用紙に必要事項を記入の上、市議会事務局へ提出してください。
　申請書は、福知山市議会ホームページからもダウンロードできます。

申込み先
福知山市議会事務局

〒620-8501　福知山市字内記13番地の1（市役所5階）
電話：0773-24-7031　FAX：0773-24-7080　Ｅ-mail：sigikai@city.fukuchiyama.lg.jp

8月 30日(火)　本会議〔提案理由の説明（補正予算、条例等）〕
9月　8日(木)　本会議〔質疑～委員会付託（補正予算、条例等）、提案理由の説明（決算）、
　　　　　　　　　　　一般質問〕
　　  9日(金)　本会議〔質疑～委員会付託（決算）、一般質問〕
　　12日(月)　本会議〔一般質問〕
　　13日(火)　各所管別委員会〔条例・その他〕
　　14日(水)　予算審査委員会〔補正予算〕
　　15日(木)　予算審査委員会〔補正予算〕、討論・採決
　　22日(木)　本会議〔委員長報告～採決（補正予算、条例等）〕
　　26日(月)　決算審査委員会（所属別質疑）
　　27日(火)　決算審査委員会（所属別質疑）
　　28日(水)　決算審査委員会（所属別質疑）
　　29日(木)　決算審査委員会（予備日） 
10月　6日(木)　決算審査委員会（総括質疑） 
　　  7日(金)　決算審査委員会（自由討議）
　　20日(木)　決算審査委員会（政策提言の確認） 
　　27日(木)　決算審査委員会（執行部との意見交換会、決算の討論・採決）
　　31日(月)　本会議〔委員長報告～採決（決算）〕
11月　1日(火)　（ 会 期 ）

※この会議予定は、今後変更になる場合があります。また、このほかに全議員協議会などの会議を開催します。

9月定例会 の予定（64日間）

本会議などのライブ
配信はこちらから
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議員訪問インタビュー　

No.42

お城に花を咲かせよう会（目指せ桜の城実行委員会）
■今回の訪問議員：荒川　浩司　・　足立　治之　

「元気やで福知山！」「元気やで福知山！」

広告
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今
回
は
、
福
知
山
城
を
再

び
桜
の
名
所
に
し
よ
う
と
努

力
し
て
お
ら
れ
る
「
お
城
に

花
を
咲
か
せ
よ
う
会
」
の
代

表
吉
田
博
会
長
に
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
し
ま
し
た
。

こ
の
会
が
誕
生
し
た

き
っ
か
け
は
。

昭
和
30
年
代
「
朝あ

さ

暉ひ

さ
ん
」
と
呼
ん
で
い

た
福
知
山
城
址
は
、
春
に

な
る
と
桜
の
木
々
で
覆
わ

れ
、
沢
山
の
花
見
客
で
賑
わ

い
、
市
民
の
憩
い
の
場
で
し

た
。
そ
ん
な
桜
満
開
の
福
知

山
城
を
復
活
さ
せ
よ
う
と

２
０
１
５
年
に
昭
和
40
年
度

桃
映
中
学
校
卒
業
同
窓
会
開

催
時
に
、
阿
曽
良
樹
さ
ん
の

呼
び
か
け
で
地
元
の
メ
ン

バ
ー
が
立
ち
上
が
り
ま
し
た
。

こ
の
会
の
活
動
の
目
的

は
。
ま
た
、
ど
の
よ
う

に
活
動
を
広
め
ら
れ
ま
し
た
か
。

福
知
山
城
周
辺
に
桜

の
木
を
植
え
、
景
観

を
整
え
、
多
く
の
観
光
客
を

誘
致
し
、
ま
ち
の
活
性
化
に

つ
な
げ
る
こ
と
を
目
的
と
し
、

福
知
山
観
光
協
会
・
緑
化
協

会
・
丹
波
福
知
山
明
智
光
秀

公
研
究
会
・
城
下
町
を
考

え
る
会
・
広
小
路
商
店
街
組

合
・
文
化
協
会
な
ど
に
呼
び

か
け
、
実
行
委
員
会
を
結
成

し
ま
し
た
。
翌
年
に
は
、
福

知
山
市
の
担
当
課
に
話
を
持

ち
か
け
協
議
を
重
ね
ま
し
た
。

　
そ
の
努
力
の
甲
斐
あ
っ
て

か
こ
の
会
の
発
起
人
の
阿
曽

さ
ん
つ
な
が
り
で
京
都
市
在

住
の
「
桜
守
」
第
16
代
佐
野

藤
右
衛
門
氏
と
の
ご
縁
が
で

き
、
２
０
１
７
年
２
月
26
日

に
、
京
都
市
円
山
公
園
内
枝

垂
れ
桜
の
苗
木
を
寄
贈
い
た

だ
き
、
福
知
山
城
公
園
の
新

し
い
第
一
歩
を
踏
み
出
し
ま

し
た
。

そ
の
新
し
い
第
一
歩
と

は
具
体
的
に
何
で
す
か
。

佐
藤
太
清
美
術
館
前

に
て
「
祇
園
枝
垂
れ

桜
」
の
記
念
植
樹
を
藤
右
衛

門
さ
ん
、
大
橋
市
長
と
私
達

関
係
者
で
盛
大
に
開
催
し
、

ま
た
午
後
か
ら
も
引
き
続
き

藤
右
衛
門
さ
ん
に
は
福
知
山

公
立
大
学
で
講
演
を
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

そ
の
後
の
活
動
の
成

果
は
。

そ
の
後
も
地
道
で

は
あ
り
ま
す
が
、

２
０
１
８
年
３
月
26
日
に
岐

阜
県
郡
上
市
よ
り
「
薄
墨

桜
」
の
苗
木
を
ご
寄
贈
い
た

だ
き
、
着
々
と
活
動
を
続
け

て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
２
０
２
０
年
１
月

19
日
に
は
音
無
瀬
橋
入
口
府

道
側
の
街
路
（
旧
上
柳
町
）

に
「
紅
枝
垂
れ
桜
」
を
大
河

ド
ラ
マ
「
麒
麟
が
く
る
」
の
第

１
回
放
映
記
念
に
ち
な
ん
で
、

植
樹
を
し
ま
し
た
。

「
お
城
に
花
を
咲
か
せ

よ
う
会
」
の
今
後
の

活
動
は
。さ

ら
に
活
動
の
輪

を
広
げ
る
た
め
に

２
０
２
０
年
11
月
30
日
に
、

福
知
山
観
光
協
会
と
の
情
報

交
換
を
し
、
福
知
山
城
公
園

の
植
樹
構
想
を
企
画
し
ま
し

た
。

　
会
で
は
具
体
的
な
取
り
組

み
に
向
け
2
0
2
1
年
10
月

22
日
に
「
目
指
せ
桜
の
城
実

行
委
員
会
」
を
立
ち
上
げ
ま

し
た
。
具
体
的
な
行
動
と
し

て
チ
ラ
シ
を
作
製
し
、
目
指

せ
桜
の
城
の
募
金
活
動
も
開

始
し
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。

今
後
の
夢
は
。

福
知
山
城
周
辺
か
ら

御
霊
公
園
ま
で
の

ル
ー
ト
を
「
花
の
ロ
ー
ド
」

と
し
多
く
の
福
知
山
を
訪
れ

る
観
光
客
の
方
々
に
楽
し
ん

で
い
た
だ
く
こ
と
が
私
達
の

夢
で
す
。

福
知
山
で
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
通
じ
て
が
ん
ば
る
人
を
議
員
が
訪
問
し
取
材
し
ま
す
。

議会だより表紙の写真 ・ 議員訪問インタビュー「元気やで福知山！」の取材先を募集！  詳しくは、市議会事務局（TEL24-7031）まで
（次回の議会だよりに掲載の有料広告も募集しています）

伯耆丸公園団体植樹

美術館横で植樹

講演会

《
講
演
者
の
佐
野
藤
右
衛
門

さ
ん
の
経
歴
》

１
９
２
８
年
生
ま
れ
。
仁
和
寺
の

庭
造
り
に
従
事
し
て
き
た
植
藤
造

園
の
16
代
目
。
円
山
公
園
の
シ
ダ

レ
、
鴨
川
の
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
、
京

都
迎
賓
館
、
パ
リ
ユ
ネ
ス
コ
本
部

の
日
本
庭
園
を
手
掛
け
た
。




